
数学Ⅱ 積分法① 

１ 定積分の定義 
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f(xk)¢xは，f(xk)¢xのkを 1からnまで変化させて足しあわせたもの，すなわち 

f(x 1)¢xOf(x 2)4xO…Of(xnP1)4xOf(xn)4x  

のこと．この式で，nを限りなく大きくしたときの極限値 
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(f(x1)4xOf(x2)4xO…Of(xnP1)4xOf(xn)4x)  

が定積分
bRa f(x)dxである．〔∞は無限大を表す記号〕 

＜P を使った和の表し方の例＞ 
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● 関 数 yxf(x) が 区 間 a, b¥ ¦ で つ ね に f(x)U0 で あ れ ば ，

bRa f(x)dxは，区間 a, b¥ ¦において曲線yxf(x)とx軸に挟まれた

図形の面積に等しい． 

 

 

● 
bRa f(x)dxは，「aからbまでのインテグラルf(x)dx」などとよむ．

bRa f(x)dxは bRa f(t)dtなどとかいてもよい．定積分の値は積分変

数の文字に依らない． 

 

【練習問題】 

(1) 定積分の定義にしたがって，
1R0 x 2dxの値を求めよ．〔

n

P
kx1
k 2x

1
6 n(nO1)(2nO1)を使う〕 

 

 

(2) 区間 0, 1¥ ¦において，曲線yxx 3とx軸に挟まれた部分の面積を定積分で表し，その値を求めよ．

〔
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2(nO1) 2を使う〕 

 

 

 

(3) 次の定積分の符号をいえ． 

(ⅰ) 
2R1 x 2dx  

(ⅱ) 
1RP1(t2P4)dt  

(ⅲ) 
5RP2udu  

(4) 次の定積分の値を求めよ． 

 (ⅰ) 
3R1 (xO1)dx  

 

(ⅱ) 
3R0 (3Px)dx  

 

(ⅲ) 
5R0 (xP2)dx  

関数f(x)が区間 a, b¥ ¦（ a, b¥ ¦はaTxTbを表す）で連続であるとする． a, b¥ ¦をn等分し，分点を 
axx 0, x 1, x 2, …, xnP1, xnxb  

とする．このとき，定積分
bRa f(x)dxを極限値 

bRa f(x)dxx limn!1
n

P
kx1
f(xk)4x  

で定義する．ただし，4xx
bPa
n

である． 
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